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滝瀬橋

「大沼」

マサノ沢
　　遺跡

10月28日（土）　午前11時より、遺跡現地（設

楽町小松字マサノ沢地内。基幹バス津具線「大

沼」バス停からすぐ。）にて開催予定です。

参加費無料。内容：遺構の見学と遺物の展示。

当日、お車でご来場の際には、遺跡近くの駐

車場を係員がご案内いたします。

お問い合わせは、愛知県埋蔵文化財センター

調査課・鈴木正貴携帯 (080-1571-4982)

またはホームページ

(http://www.maibun.com)をご覧下さい。
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No.30す
ま
し
催
開
を
会
明
説
元
地
の
跡
遺
沢
ノ
サ
マ

の
度
年
昨
。
た
し
ま
し
始
開
を
査
調
の
跡
遺
沢
ノ
サ
マ
り
よ
月
七
の
年
今

範

査
調
認
確
囲

の
代
時
文
縄
は
で

炉
跡

し
ま
れ
さ
認
確
が
ど
な
器
石
や
器
土
め
含
を

「
墓
お
の
期
前
代
時
生
弥
、
は
見
発
の
跡
遺
。
た

土

墓
棺
器

器
土
文
縄
め
じ
は
を
」

開
墾

。
す
ま
り
ぼ
の
か
さ
に

　

今
（
期
後
代
時
文
縄
に
で
ま
れ
こ
、
し
始
開
を
査
調
掘
発
な
的
格
本
り
よ
度
年
今

か
今
（
期
前
代
時
生
弥
ら
か
末
終
期
晩
代
時
文
縄
、）
前
年
千
三
ら
か
年
千
四
約
ら
か

　

地
、
り
よ
時
一
十
前
午
の
）
土
（
日
八
十
二
月
十
り
通
の
記
下
、
は
て
し
ま
き
つ

。
す
ま
し
た
い
内
案
ご
で
の
た
し
ま
り
な
に
と
こ
る
す
催
開
を
会
明
説
元

。
す
ま
し
た
い
い
願
お
く
し
ろ
よ
ぞ
う
ど

永

幸
宏
井

）多くの遺物が出土しています

遺構の掘削風景

マサノ沢遺跡　地元説明会のご案内
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て
け
か
に
世
近
ら
か
世
中

は
で
跡
遺
地
東
・
地
西

平

代
時
安

・
鎌

代
時
倉

・
室

代
時
町

・
戦

代
時
国

・
江

代
時
戸

の

陶

器
磁

や
土
器

る
掘

物
建
柱
立

や
炉
跡

。
す
ま
い
て
れ
さ
見
発
が
構
遺
の
ど
な

世
七
十
ら
か
紀
世
五
十
、
と
く
い
て
め
進
を
査
調
ら
が
な
し
類
分
を
物
遺
土
出
の
ら
れ
こ

。
た
し
ま
き

が
点
二
の
上
左
、
で
器
陶
た
れ
さ
産
生
に
紀
世
七
十
は
ｄ
真
写

天

碗
茶
目

が
下
左
、

志

皿
小
野

が
上
右
、

黄

皿
大
戸
瀬

が
点
二
下
右
、

鉄

皿
小
釉

が
ど
ん
と
ほ
。
す
で

瀬

窯
戸

ま

は
た

美

窯
濃

土
の
き
焼
素
は
物
遺
土
出
の
期
時
じ
同
、
他
の
真
写
。
す
で
品
製
た
れ
か
焼
で

や
鍋

常

焼
滑

。
す
ま
れ
ら
み
も
ど
な

の
窯
濃
美
か
窯
戸
瀬
が
点
三
の
上
、
で
物
き
焼
た
れ
さ
産
生
に
紀
世
六
十
は
ｅ
真
写

灰

皿
小
釉

が
下
央
中、

常

窯
滑

た
れ
さ
産
生
で

大
甕

が
下
右、
片
破
の
部
端
上
の

土

器
師

素
（

の
）
き
焼

内

鍋
耳

鍋
耳
内
、
と
る
す
察
観
く
か
細
を
器
師
土
。
す
で
皿
小
器
師
土
が
下
左
、

が
と
こ
る
あ
で
方
り
作
る
れ
ら
見
く
よ
で
河
三
東
は
皿
小
、
形
る
れ
ら
見
く
よ
で
河
三
西
は

る
あ
に
区
地
倉
名
大
、
た
し
施
実
を

西
地
・
東
地

広
を
果
成
査
調
、
て
経
を
査
調
理
整
の
こ
。
す
ま
り
取
を
録
記
し
析
分
を
物
遺
土
出
、
に
時

め
た
る
す
を
析
分
の
物
遺
、
在
現
。
す
ま
れ
さ
成
作
が
書
告
報
に
う
よ
る
け
頂
て
し
用
活
く

、
に

分
類
・
接
合
・
復
元
・
図
化
・
写

影
撮
真

、
は
で
こ
こ
。
す
ま
い
て
め
進
を
業
作
の
ど
な

代
時
文
縄

た
し
土
出
ら
か
跡
遺
地
東
・
地
西

縄
文

、
は
に
物
遺
の
代
時

土
器
・
土

品
製

以
器
土
（

・）
物
き
焼
の
外

石
器

・）
の
も
な
的
用
実
（

石

品
製

お
や
具
身
装
（

祀

る
す
用
使
で
ど
な
り

で
認
確
が
期
時
で
中
の
器
土
文
縄
。
た
し
ま
い
行
を
業
作
類
分
の
て
べ
す
、
り
あ
が
）
の
も

代
時
文
縄
、
り
あ
ど
ほ
点
百
八
千
二
は
の
も
な
う
そ
き

早

半
前
期

ら
か

弥
生

代
時

前
期

で
ま

中

半
後
期

ら
か

後

頭
初
期

も
器
土
る
き
で
元
復
や
片
破
型
大
い
良
の
り
残
、
く
多
も
最
と
）
割
七
約
の
体
全
（
ど
ほ
点

後

半
後
期

今
（降
以

の
）
降
以
前
年
百
八
千
三
約
ら
か

環
状
の
耳
飾

。）
ｃ
真
写
（
す
ま
り
あ
が
り

の
降
以
世
中
ら
か
こ
こ
。
す
で
ど
ほ
点
百
四
千
二
は

砥
石
・
台
石

縄
、
と
る
す
外
除
を
ど
な

る
作
を
器
石
は
点
百
五
千
約
の
か
な
の
こ
。
す
ま
り
な
に
ど
ほ
点
千
二
約
は
器
石
の
代
時
文

る
き
で
に
き
と

剥
片
や
石
核

さ
用
使
て
し
と
具
道
に
代
時
文
縄
が
ど
ほ
点
百
五
の
り
残
、
で

が
の
も
い
多
も
最
。
す
で
の
も
た
れ

磨
石
や
敲
石

た
れ
わ
使
に
ど
な
工
加
の
類
リ
グ
ン
ド
で

は
に
品
製
石
、
た
ま
。
す
ま
れ
ら
え
考
と
の
も

石
棒

縄
、
や
礫
状
棒
た
れ
さ
用
使
に
う
よ
の

代
時
文

前
期

の
）
頃
前
年
千
六
約
ら
か
今
（

玦
状

。）
ｃ
真
写
（
す
ま
り
あ
も
ど
な
り
飾
耳

　

中
代
時
文
縄
た
れ
さ
認
確
く
多
も
最
が
構
遺
び
よ
お
片
器
土
、
は
り
飾
耳
の
製
石
や
製
土

出
の
具
身
装
な
う
よ
の
こ
。
す
で
う
よ
る
な
異
が
期
時
は
と
の
も
の
頭
初
期
後
ら
か
半
後
期

。
す
ま
り
お
て
え
考
と
い
た
し
に
か
ら
明
に
ら
さ
を
動
活
の
ト
ヒ
の
代
時
文
縄

川

暁
和
添

）

西
地
・
東
地

査
調
理
整
の
跡
遺

写真 ａ　西地・東地遺跡出土縄文土器

写真 ｃ　西地・東地遺跡出土耳飾り
【左：環状、右：玦状　縮尺約 1/2】

写真 ｂ 　西地・東地遺跡出土石匙

。
た
し
ま
り
か
わ

浙

省
江

あ
に

る
龍

窯
泉

た
れ
さ
産
生
で

青

碗
紋
弁
蓮
磁

産
窯
濃
美
・
戸
瀬
て
全
は
の
も
の
他
の
そ
。
す
で

が
点
二
上
左
、
で
器
陶

鉄

壺
耳
四
釉

が
点
二
下
央
中
、
壺
耳
四
釉
灰
が
下
左
、

擂
鉢

上
右
、

が
点
二

灰

碗
平
釉

と
た
れ
ら
作
で
勢
伊
南
、
が
ん
せ
ま
り
あ
は
に
真
写
、
に
他
の
こ
。
す
で

（
鍋
土
の
き
焼
素
る
れ
さ
定
推

南

鍋
系
勢
伊

。
す
ま
い
て
し
土
出
も
ど
な
）

・
世
中
の
県
知
愛
、
は
向
傾
う
い
と
い
多
が
物
き
焼
の
滑
常
・
濃
美
・
戸
瀬
な
う
よ
の
こ

ｇ

産
県
岡
静
の

鉄
は
列
右
、
鉢
擂
は
列
央
中
、
類
皿
小
釉
灰
は
列
左
。
す
ま
れ
さ
目
注
が
品
製
る
れ
わ
思
と

の
谷
金
市
田
島
は
ら
れ
こ
。
す
で
う
そ
さ
な
は
で
品
製
の
濃
美
や
戸
瀬
、
で
碗
釉

志

焼
呂
戸

の
江
細
区
北
市
松
浜
や

初

焼
山

必
が
査
調
る
な
ら
さ
後
今
、
り
あ
が
性
能
可
る
あ
で
品
製
の

。
す
で
要

運
が
ど
な
物
き
焼
ら
か
方
地
な
々
様
は
に
楽
設
て
け
か
に
世
近
ら
か
世
中
、
に
う
よ
の
こ

鈴

貴
正
木

）

写真ｅ　西地・東地遺跡出土 16世紀の陶器・土器

写真ｆ　西地・東地遺跡出土 14～ 15 世紀の陶磁器

写真ｇ　西地・東地遺跡出土静岡県産の陶器？

写真ｄ　西地・東地遺跡出土 17世紀の陶器

西地・東地遺跡出土耳飾り
（左：環状、右：玦状）　縮尺約1/2
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力
協
・
刷
印

　
　
　

社
会
式
株

 

組
友
二

No.30

　

査
調
の
跡
遺
沢
ノ
サ
マ

　

調
た
け
分
に
つ
二
は
在
現
。
た
し
ま
り
ま
始
ら
か
旬
初
月
七
、
は
査
調
の
跡
遺
沢
ノ
サ
マ

器
石
に
特
、
が
す
ま
い
て
し
土
出
も
器
土
。
す
ま
い
て
し
土
出
が
物
遺
の
量
多
、
が
ん
せ
ま

。
す
ま
ち
立
目
が

　

は
器
土

縄
文

代
時

晩
期

ら
か
末
終

弥
生

ろ
ご
期
前
代
時

(

前
年
〇
〇
五
二
約

)

が
の
も
の

は
多
岐

の
も
る
れ
ら
見
く
多
も
で
中
、
が
す
ま
り
た
わ
に鏃

石
、
は

(

り
じ
矢

)

斧
石
製
打
や

(

具
り
掘
土

)

石
製
磨
、

斧(

伐
採
具)

る
出
に
際
の
作
製
器
石
、
た
ま
。
す
で
ど
な

い
か
細

剥
片

、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
土
出
に
量
多
も

集
落

。
す
ま
せ
わ
が
か
う
を
在
存
の
跡
遺

　

す
は
物
遺
土
出
、
が
す
ま
し
化
格
本
ら
か
れ
こ
は
査
調

以
号
次
。
す
ま
い
て
し
土
出
ん
さ
く
た
が
の
も
い
良
に
で

。
い
さ
だ
く
待
期
ご
も
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
友
二
社
会
式
株
（

　

岩

輔
大
瀬

）

石鏃

　

掘
発
の
分
半
の
区
査
調
そ
よ
お
お
、
し
了
完
が
分
部
面
斜
の
側
東
、
は
査
調
の
跡
遺
畑
大

た
し
告
報
号
前
。
た
し
ま
し
了
完
が

石

炉
囲

る
あ
の

竪

物
建
穴

竪
、
や
炉
囲
石
、
し
掘
完
を

つ
見
も
跡
の
柱
た
え
支
を
根
屋
は
ら
か
面
床
。
た
し
ま
り
な
に
か
ら
明
が
姿
の
体
全
物
建
穴

、
で
高
標
じ
同
ぼ
ほ
は
基
三
。
た
し
ま
り
か
つ
見

等

隔
間

の
物
動
。
た
し
ま
い
て
れ
ら
掘
に

の
昔
、
が
た
し
で
ん
せ
ま
り
か
つ
見
は
物
遺
る
す
定
特
を
期
時
、
や
跡
の
杭
る
じ
封
を
き
動

で
区
査
調
、
在
現
。
た
し
ま
り
か
つ
見
が
物
建
穴
竪
の
形
円
の
ｍ
五
・
二
約
径
直
で
端
北
の

石
鏃
、
打

斧
石
製

、
磨

斧
石
製

が
ど
な

。
す
ま
り
あ

　

大
畑

査
調
掘
発
の
跡
遺

　

　

、
し
ば
飛
を
リ
ヘ
ン
コ
ジ
ラ
、
り
か
掛
し
差
に
盤
中
も
査
調

写
る
か
わ
が
地
立
の
跡
遺
、
く
な
は
で
け
だ
況
状
の
ど
な
構
遺

し
査
調
を
区
査
調
の
分
半
り
残
、
後
影
撮
。
す
ま
し
影
撮
も
真

と
こ
る
か
つ
見
が
物
遺
、
や
構
遺
な
た
新
た
ま
。
す
ま
き
い
て

。
す
ま
れ
さ
待
期
が

　
　

社
会
式
株
（

二

組
友
　

髙

志
祐
木

）

陥し穴の発掘風景

石囲炉のある竪穴建物の完掘状況 石囲炉の拡大写真




